経済とエネルギーとの関係について : 覚書 (2) by 加茂 儀一 & Kamo Giichi
1経 済 ζエネル ギβ との
関係 について 覚 書(2)
・ †
加 茂 儀 一
〔本稿は〃商学討究 〃第9巻 第4号,1959年3月発行
に おいて述べ た同じ題目の研究の継続である。〕
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さきにわれわれは,電 気エネルギーの利用のお蔭で石炭産出と全 く関係のな
い全 く新 しい多 くの地域に新 しい産業が起こったこと,さ らにそれに関連 して
アル ミニュームの製造の如 き重要な産業が一般 に原料の乏 しい地域においての
みでな く,19世紀の典型的な原料である石炭の産出地域か らかけ離れた地域に
おいて存立す ることができるようになったこと,さ らにその電気を起 こすため
の水力が得 られ るところに偉大な水力発電所が生れ,そ の水量で さえアメ リカ
'
合衆国のTVAで は不足を来た していることを述べた。
・ところでこの場合に安価 な水流が得 られることが重要 な意義をもっている。
そのことは大きい導管を敷設す ることによって,石 油や天然ガスを選ばれたど
んな場所で も自由に使用できる可能性が与え られたことと本質的には同 じ意義
をもっている。その結果,わ れわれが古いガス工業の場合に類推によって知 っ
たと同 じよ うな一つの発展が生 じた。す なわち,そ の副産業が継続 してその意
義をもつようになり,そ してヨーロッパにおける石炭化学 と同様に,ア メ リカ
合衆国では石油化学が発生 しそ して成長 した。
ところで元来天然ガスや鉱油は,19世紀においてはとくにヨーロッパの高度
資本主義ならびに後期資本主義の発達の段階においては,と くに後者の場合に
は鉱油は,外 国の産物として,他 の 「植民地的産物」 と同様に,決 定的な影響
力を もっていなかったの である。 しか し資本主義の化学的段階は事実一般に
は,植 民地的天産物が合成的製造材料に よって著 しくより多 くおきかえ られて
いることによって特色づけ られている。
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す なわち,染 料 は もはや イ ンドか らは輸 入 され な くなった。硝石 ももはやチ
リか らは輸 入 され てレ・ない。 ゴムは一部分 だけが まだ マ ラヤそ の他 の極東諸国
か ら輸 入 され てい るが,古 い工業国や 新 しい 工業国で 合成 的 につ く られ てい
る。 ベルギ ウス,フ ィッシャー・トロブシュな どの種 々な方法に よって 乳石炭か
ら得 られた ペ ソジ ソもまたそ うであ る。 しか しそ の間 に,ベ ソジ ソは人工原料
と して石炭か ら工業国に おいてつ くられ るべ きものであ るばか りで な く,地 球
ご
上葬そ してまたヨーロッパ大陸にも石油が分布 している状態が両大戦の間に想
定きれ ていたよりも本質的に もっと大 きい ものであることが明 らかに された。
そ の結果,ド イ ツ,フ ラソス,イ タリア,オ ース トリアなどでは,在 来の習
慣に従 って驚 くほ ど長い期間にわたって石炭が豊富であるか不足 しているかと
い うことが決定的な要因であるとし,そ して19世紀の資本主義に とっては本質
的なこの要因のために自国内で鉱油を探 し求めることを大 して重要視 しないよ
うになったのだとい う批判が拾頭す るようになった。この批判は,ヨ ーロッパ
大陸やおそ らくは全世界の運命に とってきわめて幸運 な結果をもた らしたこと
を政治史家 も政治家 も今さら確認 しておかな くてはならない。とい うわけは,
イタリアのア ァシズム時代に,こ の十数年の うちに事実そ うであったように,
鉱油や天然 ガスが 自由に使用できるほ ど生産 されていたならば,枢 軸国家は ゴ
ッタール峠を越えて絶えず石炭を輸送 しな くてもすんだであろ う,従 ってゴッ
タール峠やスイスの不可侵に対 しての関心がより少なくなり,そ のことは第二
次大戦における全戦略的状況に有害な影響を及ぼす こともあ り得たであろ う。
こうしたことが らの見解に関 しては経済学者はとか く認識を誤 りやす く,と く
に自分たち㊧進歩を誇 りに している世代は,し ば しば現実には古い轍の上を走
りつづけていて,自 分たちの時代の本来の,す なわち新 しい可能性をまだ否認
していることがある。
しか し立地 とい う見解の下に鉱 油の短 い歴 史は とくに興味がある。とい う
わけは,新 しい物質の出現が立地の方向づけを くつがえすばか りでな く,技術
的発展 もまた同じ物質のために新 しい立地の重要性を与え,新 しい立地の可能
性 をひ らくことができることが示されているか らである。従 って一方では新 し
い油田の発見の意義と,他 方では生産,精 製,輸 送の方法の改善の意義とは区
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別 され な くては な らない。
前者 の結果 に関 しては,す でに四十年 ほ ど前 に徐 々に汲みつ くされ るのでは
ないか と推定 された カ リフ ォル ニア,ペ ル シャ,ルーマ ニア,・ミグーな どの古い
石油地帯 の他に,将 来最 も豊富 な石 油地帯 と見 なされ ている クウ ェー ト,パ レ
ソ,西 トル ケス タ ソ,東 トル ケス タ ソ,テ キサス,ア メ リカの大平洋沿岸 など
の多 くの新 しい石油産地がでて くる よ うに なった。それ に加わ るに さらに ブラ
ソス,西 ドイ ツ,イ タ リアな どに おけ る新 しい原 油源 がある。 これ らの原油源
はその生産力が原油の需要の著 しい部分をみたすだけの木きさを もっている油
源である。 ドイツ連那共和国では1953年にはその需要の充足はおよそ30%であ
った。イタリアでは,す でに前か ら知 られている北部イタリアの産出地以外に
全国土にわたる有望な石油地帯の徹底的な調査に もとついて,ペ スカラやシシ
リーにおいて新 しい鉱油層が発見 され,イ タリアやアメリカ合衆国の関係会社
はその重油の大量 的利用に期待を もつにいた った。た しかに1953年には まだ ヨ
ーロッパでは消費 され る石油の97%が輸入 されていたが,こ れ らの新 しい原油
産出地は,た とえ将来消費が著 しく増大 しても,輸 入の割合を減少 させ る結果
に導 くであろ う。
これ らのことは,石 炭に比較 して鉱油は地球上の少数の鉱床に割 りあてられ
ているのでな くて,少 な くともこの鉱油をその採取に都合のよい沈澱岩石のす
べての古い層や新 しい層のなかで見出す機会,お そ らくその蓋然性 さえ存在 し
ていることを意味 している。試掘作業が困難であ り,穿孔技術が複雑でそ して
穿孔の危険が大であ り,さ らに坑内におけ る穿孔のときに多大の資本の投入が
必要であるか ら,ア フ リカ,ア ジアのみでなく,ア ルゼ ソチ ソ,ブ ラジルなど
のような未開発諸国においてもこの高価なエネルギー源がまだ予測 されないま
ま保有 されているといってよい。
次は生産方法に関する事柄である。とくに精製や輪送法の変更や改善は,同
様に立地の分散に影響を及ぼ した。蒸溜方法がまだ有効であった今世紀の20年
頃 までは,精 油所はたいていは原油生産の場所の近 くに建設され,精 製 された
石油は消費者へ輸送 されていた。世界の動力化ならびに発動素材の需要の巨大
な増加 と同時に,分 溜方法が発達 した。そ してその後に石油化学の発達の基礎
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になったのは,こ の方法による媒介産物や排棄産物である。す なわちメタンか
らはアセチ レンや酷酸ジエチ レソか らは酒精,ブ タソか らは人造ゴムがつ くら
れ る。そ して さらに多 くの他の製造材料が これ らを基礎に して生産 され,あ る
いはその発展の途上にある。そ して油田に向けての殺倒,石 油支配のための闘
争,最 善の技術的,化 学的方法に対す る欲求がいかに世界史的意義をもってい
たか,そ して また今後 ももっていることは歴史的に見て明 らかであ り,容易に
予測 され得ることであるが,こ こではその詳細に立入ることを省いて,そ の重
要性のみを述べてお く。すなわち,ス タンダー ド石油会社の起源やステアウア
・ロマナ,ア ングロ ・ペルシャ,ロ ーヤル ・ダッチ,シ ェルの各石油会社を支
配す るロヅクフェラーの財産のきづ きあげか ら現在にいたるまでに多彩に して
冒険的な歴史が通 じていて,そ のなかで個人的利益や国家的利益,資 本主義や
国家主義,生 産地域や販路地域の獲得のための闘争がすべて不可分にかかわ り
あっている。本論 との関連においては次の三つの ことが重要である。
1.生 産の場所は 自然的に与えられているといって も,原 料の鉱脈が さしづ
めは予期 されない仕方で地球の大部分に分布 しているので,精 製所の場所の選
択は,少 な くとも今 日の技術では,比 較的 自由である。消費的に位置づけ られ
た精製所 と同様に原料的に位置づけ られた精製所 とがある。ところで原料的な
位置づけは,精 製が生産地域そのものにおいても,導管によって生産地域 と結
びつけ られた港において も,行 なわれることを意味することがあ り得 る。そ し
てそれ と同様に消費的な位置づけは,精 製が強大な消費地域の真中においても
消費地の港においても,起 こることを意味す ることがあ り得る。その相違は重
要 なことではない。す なわち,原 料的に位置づけ られた精製は,生 産者が販路
の選択において比較的 自由であること,従 って生産者は競争のない場合には消
費者に対 して強力な立場を もっていることを意味 している。その反対に,消 費
的に位直づけ られた精製は,個 々の精製所が全 く一定の生産者に柑 られていな
い限 り,消費者はその購入先の選択において 自由であることを意味 しているか
らである。
2.沃 定的 な優位をもっているのはあ らゆる場合に一 例外な しに精製 と消
費が生産地域において行なわれるならば,生 産設備の所有者でもな く,精製所
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の所有者で もな くて,輸 送網 と配給網 との支配者である。原料的に位置づけ ら
れるに しろ,消 費的に位置づけ られ るに しろ,導 管がもはや原油を輸送 しなか
った り,油槽船がその就航を中止 した り,導管,油 槽船,給 油車が精製された
原油を消費者に輸送 しなければ,精 製所は停止する 。
3.輸 送網や配給網の意義に直面 して明白なことは,導 管の急速なそ して安
価 な敷設並びにその妨げ られない機能の確保がすべての石油 コソツェル ソに と
って重要な関心事である,と い うことである。フラソスにおける侵入後の第二
次大戦の最終段階は,機 動化された軍隊のためにパイ プライ ソを急速に敷設す
ることが軍事上重要であることを まざまざと示 した。近東におけ る事件は,政
治的危機が長い導管(ハ イファへの)が 利用されな くなった り,(ペ ルシャで
は)輸 送や精製が完全に停止され ることさえあることを示 したのである。
あち こちで見 られ るようになった この ような危機の瞬間は,そ の国に 自己の
大 きい領土において生産,輸 送,消 費を統合するとい う利益を与えている。従
って,す でに天然ガスの場合に述べたように,今 日でも世界の原油需要のおよ
そ半分をその土地か ら生産 し,100,000キロメー トル以上の長さの石油導管で
もって石油を消費中心地に輸送 しているアメリカ合衆国の異常な優位が生れた
のである。予想的にこの場所であげてお きたいのは,放 射性同位元素が石油の
質を本質的に改善することになるとい うことである。しば しば種 々の生産物が
同一の導管 を通過させ られた し,そ して また通過させ られている。二つの種類
の間に放射能のある栓を導入す ることがは じめて遠距離導管の他の端において
いつ新 しい液体が純粋に達す るか とい うことを確定す ることをできるようにさ
せたのである。
今 日では ソ連は一つの巨大 な石油生産国である。第一次大戦後 ソ連は,中 量
型 ならびに重量型 トラクター・装甲車ならびに 自動車の巨大な生産に 直面 し.
て,そ の衛星圏を含めて石油の生産に全力を集中 し,そ の結果,ソ 連,ル ーマ
ニア,ポ ーラソド,チ ェックスロバキアの石油需要が全部あわせてアメリカ合
衆国の石油生産の六分の一になった といわれている。それに対 しては一般に疑
問の点があるにしろ,と まれ ソ連が石炭,鋼,ガ ス,電 力に関して量的に も質
的にもアメリカ合衆国や西 ヨーロッパの優位においつ くまで,石 油化学を含め
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て原油経済の発展をさしあた り意識的におさえていた ことは,考 え られ得るこ
とである。
ソ連は,革 命の勝利の後に,経 済的建設に関 しては,古 い工業国家と比較 し
て都合のよい状態にあった。すなわち,皇 帝時代には一 モスコーやペテル ブ
ル グの周囲や周辺国家における少数の工業的集団化を除いては一 高度資本主
義への結びつ きが問題にされなかった。従 ってこの権力国家は中央集権的な計
画においてそ して 短 い期 限 で,す でに ヨーロヅパやアメ リカ合衆国において
自由主義の市民階級が自由な企業家の利益追求のお蔭で一世紀半のあいだに完
成 していた業績に追いつ くことができたのである。しか しその産業革命は,多
かれ少なかれ市場経済的に,景 気や恐慌によって刺激 され,ゆ り動か され,根
を奪われた無産階級に背負われて,あ るいは短い段階において,あ るいは長い
段階において,な しとげ られたのでな くて,そ の西方的結果か らは計算のでき
る課題 として東方へ課せ られた ことに よって,飛 躍や立地変更上妨げ となるべ
き多 くの困難が存在 していた,そ してとくに立地的には石炭地域におけ る工業
の偶然的集結が避け られ,そ の代わ りに計画的な,見 た ところ経済的考慮か ら
のみでなく,戦 略的考慮か らも決定された建設が企て られた。新 しい工業 コソ
ビナー トの一部分のために輸送費の正確な計算が企て られた。それか ら冶金工
場や製造企業の場所の固定化が行なわれた。 この処理は,石 炭を基礎に して設
立 されたすべての コソビナー トにおいて利用 された。 しか しもっと重要であっ
たのぼ,ト ロッキーがすでに1919年に電化の見通 しを認識 し,従 って大河の水
力が強大なダムによってエネルギーに変化され,そ の近 くにおいて新 しい工業
都市が建設された ことである。ソ連におけるエネルギー生産は1919年以来古い
工業国におけ るよりは百倍に達 した といわれている。この数字には疑問を もつ
人々もいたが,そ の後のソ連 の原子力開発を考えるならば,そ れは決 して根拠
のないもの ではなく,従 ってその 増 加数量はぽ う大のもので あるといってよ
く,す でに述べたように,1929年の50億KWHは1936年には328億,1944年に
740億,1953年には1320億セこ高まり,1955年にはその2倍 の2394億KWHに達
したのである。おそ らく原子エネルギーに とって も同 じような可能性が考え ら
れ る。
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国民経 済 の立場 か らす る ウラニ ウムの獲得
と原子 エネ ルギー
7
個 々の国 々あ るいは全世界におけ るウラニウム鉱石の採掘量 を調査す ること
は国連 当局な どで行 なわれてい るが,そ の量 を正確に決定す る ことは不可能 と
い って よい。それは,数 字 を尊 び,そ れ を信頼す る現代 において も,鉄 の カー
テ ンの背後 においては もちろん アメ リカ合衆国に おい て もその生産量の統計 を
発表す るこ とを好 まなか ったか らであ る。 しか しウラニウムの産 出は十数年前
に信 じられ たほ ど今では 珍 しい もので は ない ことは一 般周 知 の事柄 であ る。
アフ リカでは コ ンゴーのみで な く,南 アフ リカ,さ らにオ ース トラ リア,カ ナ
ダ,ア メ リカ合 衆国に おいてそ の豊 富 な出現が発見 され た ことはい うまで もな
く,さらに多 くの地域で も探 し求め得 る可能性 のあ る ことや,本来の ウラニ ウム
・ラ ッシュが数百,数千 の人 々を興奮 させ,ガ イガー計算器 をたず さえて彼 らを
山地 や荒地 を くまな く探 させた地 域があ った こと も周知 の ことで ある。 アメ リ
カ合衆国の コPラ ド高原については,1954年末には,そ こでは800以上(1948
年 には僅かに15であ ったのに比較 して)の ウラニウム鉱 山が作業中であ った こ
とや,こ の地域 におけ るウラニ ウムの生産が コンゴーにおけ るその生産だけ に
劣 ってい ることな どが報告 され た。そ して9ま たは10ぐらいの選鉱設備 では現
在の採 掘鉱の精製に とっては不十 分であ ることが 明かに された。従 って もしこ
の ことが事実 とすれば,こ の コロラ ド高 原だけで毎年 の採掘がす でに4,000ト
ン以上の ウラニウム鉱石の額に達 してい るこ とが評価 された 。
と くに ア メ リカの 新聞や 国際画報 の 報告 などに よる と,そ の鉱区の 「割 当
地」 は しば しば個 々の人 々に よって代で標示 され,そ して登録 され ていて,そ
してそ のいわゆ る 「鉱山」 と称せ られ るべ き ものが しば しば少数の鉱区所有人
に よって経営 され てい ることも周知の通 りで ある。金融 もまた しば しば きわ め
て小規 模に行 なわれ ていて,と くに ソル トレー ク ・シチ ーや デ ンバーでは金融
のために1セ ン トの価格 の株,い わゆ るペニー株 が発行 され,さ らにそれ らの
株 は甚 だ しい投 機に よって数百 あ るいは数千 のパ ーセ ン トの価値 にひ きあげ ら
れた り,と きには再 び同様の割 合の パーセ ン トにひ きさげ られ た りした ことが
あった 。
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しか し人の行け ない地域におけ る新 しい ウ ラニウム鉱脈の発見が安価 なガイ
ガー計算器 の代わ りに もっ と感 度の強いそ して非常に高価 な探知 機(例 えば シ
ソテ ィロメーター)を 装備 した飛 行機 に よって本 質的には よ り有 効に行 なわれ
るこ とが 認 識 され,そ して古い 鉱脈では 揚水堅坑が 必要で あ り,そ の た めに
300メー トル あ るいは そ れ 以 上 の 深 さの堅坑 を地 中にほ らな くては な らない よ
うに なるとともに,今 やか っての よ うな個 人的に探 鉱す る時代 はす ぎ去 り,も
っ と大規模 な,資 本能力の十 分のあ る会社 だけが ウラニウム鉱山を維持で きる
段階 になってい る。 この こ とは1910ttEごろに ア ラスカや ユー コソ河流域で金の
選鉱所がで きた ときに も同様 な現象 として起 こってい る。冒険 的 なウラニウム
探 しの山師 の ロ・一マ ソチ ックな期 間は,黄 金探 しの山師 の場合 よ りももっ と短
い もので あった とい って よい。 これ らの山師が多 くの困難 の も とに しぼ しぼ大
きい宝物 を発 見 した り,あ るいはそれ よ りももっ としば しば大 きい失望を経験
し,健 康や生命を失 った こ とが珍 し くない場所 において,今 や よ り豊か な資本
よ りす く・れた機械,よ り組織化 された労 力を もった大規模 な会社が よ り困難 な
しに事 業を効果的 に継続す る ことがで きるよ うに なったのであ る。
しか しウラニ ウム ・ラ ッシ ュには黄 金 ラ ッシ ュとは本 質的に相 違 してい るこ
とは注 目に値す る。す なわち,1890年には じまった黄 金 ラ ッシ ュは,ま だ大 い
び
に 自由な市場経済の時代にあたっていたが,ウ ラニウム ・ラヅシュは,独 占資
本に よ'って支配 されていないまでも独 占資本がはび こっていた時代にあたって
いる。一方また金の場合にはそれが洗鉱 されていた以上,そ のラヅシ ュを生ん
だのは金の洗鉱所であって金の鉱山業でなか った,従 って この場合には原始的
な手工業者は自然の金塊,含 金黄鉄鉱そ して砂金,す なわち純粋の,直 接販売
のできる金属を採掘 していたのである。
これに反 してウラニウム鉱石は,あ らゆ る鉱石の場合 と同様に,選 鉱 しな く
ては ならない。そのために費用のかか る選鉱設備の所有者に最初か ら資力の弱
い素人の採掘人を凌駕するところの強力な立場を与えることになる。さらにま
た金は,他 の貴金属 と同様に,原 始時代以来それ 自体がすべての人 々によって
渇望 され,従 って貴重な財宝である。ところが ウラニウム鉱石は,選 鉱 された
ものも同様に,今 日では分裂過程において原子エネルギーの原素であることを
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示す とい う。事実 に よっては じめてその価値を得てい るのであ る。従 って ウラニ
ウム鉱石は,も しそれ よ りも僅かに稀少であ る鉱石,例 えば鉛が同様 の過程に
おいて 同様 の 結果 を伴 うこ とに よって 使用 され るとい うよ うな ことが 起 これ
ぽ,お そ ら く直ちにそ の価値を失 って しま うであ ろ う。
その結果,金 とウラニウム鉱石の場合には企業 的に大 きい相 違が生ず る。す
なわ ち,金 の場合には個 々の金洗鉱所が数十年 とい う長い間,大 会社 の淡 藻機
とな らんで 自己 の地位 を維持す る ことがで きた一 方,ウ ラニ ウム鉱石の場合 に
は 小規模 な探 鉱老の期間は非 常に短 く,お そ ら く数年 しか続か ない。 さ らに大
資本 を調達す る必要性 は,独 占資本主義の時代 に おいては,既 存 の,資 本 の強
力 な大企業に とってのみ有利であ り,好 都合であ る。
この よ うな事情 のために現在では ウラニ ウム鉱石 の採掘や選鉱の場合 に再 び
浮ぴあ がって きたのは・古 くか ら知 られてい る鉱 山や工業の企某者の名前 であ
る。 この こ とは決 して偶然 では な くて資本 主義 的経済組織の現在の機構 に適合
しているのであ る。例えば,そ れ らの企業者の名前 とい うのは,本 世紀 のかわ
り目,あ るいはそ の直後に,銅,鉛,金 の鉱山業 において大規模に事業 を起 こ
t,子 して金持ちに なった企業の 名前 であ り,さ らに資本の強力 な石油,天 然
ガスの会社,そ して最後にあ るいは 自分の所有地域 で ウラニウム鉱石の産 出を
発 貝した り,あ るいはそ の資本のために ウラニウム鉱山業に おいて収益 のあ る
設備を求めてい る大規模 な鉄道会社の名前 であ る。
ここにその二,三 の例を とれば,ア ナ コ ソダ鉱業 会社,ケ ソネ コ ト銅 会社,
ナ シ ・ナル鉛 会社,そ れか らコロラ ド高原 では最 も強力 な地 位を 占めてい るア
メ リカ ・ヴ ァナ ジウム会社,さ らに アメ リカ合衆国に おけ る鉄道会社では ノー
ザ ソ・パ シフ ィックや ユニオ ソ ・パ シフ ィック,カ ナ ダでは カナ ダ ・パ シフ ィ
ックがそ れであって,そ れ らの企業 の領域 では まだ採掘 されてい ない最大の ウ
ラニウム鉱の産 出が見 込まれてい る といわれてい る。
さて ウラニ ウム鉱石 が収益のあ るものであ るのは,上 述 した よ うに原子力開
発に ウラニ ウムの使用が確 保 されてい る とい うことと結びついてい るか らであ
る。 ところで ア メリカ合衆 国におけ る原子経済は1954年までは国家的な完全独
占であった。そ してそれ以後は,そ の一部分 だけ が個人経済のために順次に独'凋
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占か ら解放 され てい る。そ れ故に アメ リカ合衆国では,カ ナダや アツ リカの ゴ
ンゴーにおけ ると同様に,ウ ラニ ウム鉱 山業 も当分は アメ リカ合衆 国の立法あ
るいは合衆国 の販売契約に全 くよってい る。す でに ウラニ ウム ・ラ ッシュは,
原子 エネルギ ー委員会(AEC)が1948年 以来,個 々の探 鉱者や 個人資本を コ
ロラ ド高原 の開発 のために刺激す ることに よってのみ可能であ ったのであ る。
ところがそ の後 になっては じめて ウラニ ウムが ヴ ァナ ジウムの獲得 の ときに排
棄物 として落ちか さな るとい う事 実がわか ったぽか りで な く,ウ ラニウム鉱石
を採掘す るにた るだけ の価値のあ るもっ と広範 囲の豊か な鉱脈がサ ウス ・ダ コ
タの ブラック ヒルに存在 してい るとい うことが明 らか にされた。 ところで ここ
に原子 エネルギ ー委 員会が個人に ウラニ ウム鉱石 の獲得 のための刺激を与えた
とい うこ とは,原子 エネルギ ー委員会が ウラニ ウム鉱石 の個人的採掘を確実 な,
さしあた りは1962年まで期限のつけ られた価格 と販売 の保証に よって確実 な計
算の基礎,確 実 な利潤の基礎 の上においた とい うことを意味 してい る。
カナ ダに おいて も政府は まず個人経営 の ウラニ ウム会社 と1962年の春 まで長
期的 な供給契 約を結 び,1ポ ン ドの ウラ ソオ クシ ドにつ いての固定価格 を承認
す ることに よって,ウ ラニウム鉱石の採掘を刺激 しそ して確保 したのであ る。
しか しアメ リカ合衆 国におけ る場合に反 して カナ ダに おいては,す でに10年前
に ウラニ ウムの著 しい供給過剰が生 じた。そ してそ の当時すでに予期 され た よ
うに,さ らに新 しい ウラニウム鉱石産地 が発見 され,次 第に全世界 の ウラニウ
ム鉱石採掘 の状態に大 きい変 化が起 こってい る。その結果,ウ ラニ ウム鉱石の
開発 にお くれ た世界の国 々で ウラニ ウムの供給 に種 々苦心が払われ ている一方
すでに60年代 にな って最初 の原子力発 電所 がそ の活動 をは じめ るにあたって,
少 な くと もさ しあた りは ウラニ ウム消費 者では な くて,ウ ラニ ウムの生産者が
困難 におち入 り,そ して ウラニウムの購入では な くて,そ の胆売 が経済 上の問
題を示す事態 が起 こ りつつ ある。 この情勢 は,ウ ラニウム以外の核分裂 の可能
性を もつ物 質が ウラニウムを凌駕す る ことが発見 され るよ うに なれば,さ らに
強化 され ることに なる。
そ の点で問題 に なるのは トリウム と リチ ウムであ る。 トリウムは現在の とこ
ろ ブ リーダー炉に とっては ウラ ニウムに比較 して有利 な点 を もってい るが,決
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して珍 しい元素ではない。 トリウムの主 な原料 である モナザイ トは,ブ ラジ
ル,イ ンド,セ イロン,南 アフリカさらにエジプトにおいて多量に存在 してい
るといわれてお り,さ らにそれ らの国々以外においてもその鉱脈の存在 してい
ることが予想 されている。 リチウムも核分裂の過程において利用 される可能性
のある物質であるが,こ の元素の獲得については,カ ナダだけで今後ある一定
の期間内を限って全アメ リカ合衆国おそ らくは全世界の需要をみたす ことがで
きるほどの量の生産が見通 されている。
ところですでに述べたよ うに,ウ ラニウム鉱山業の発達自体が黄金の獲得の
発達と同様の道をたどることが認め られたが,投 機や投機過剰の時代において
は,両 者の間には決定的に相違 した結果を生む可能性のあることは強調 されて
いいであろ う。すなわち,黄 金は数千年以来高い価値を保持 してきた。とい う
わけは,黄 金は貨幣や通貨の 目的でその本来の使用 とならんで,す べての人々
に よって渇皇されてきた装飾材料でもあ り,財宝でもあるか らである。おそ ら
く経済組織がどんなに変化 しても,婦 人の世界のみでな く,世間一般が黄金に
執着 し,黄金を欲求す る乏い うことに変わ りはない。 しか しウラニウムやその
他の上述の金属については事情は違 っている。その価値は,核 分裂の過程にお
いてそれ らが利用 されることと結びついている。従 って,も しもこの核の分裂
が核の融合によって解消され るようにで もなると,す べての これ らの金属は経
済的には再びその価値を失い,地 質学者の辞典のなかでのみまだその意義を保
っているとい うことが起こることがあ り得 る。そ してそれ らの選鉱設備は,上
述の 目的以外の ことで利用 され る可能性のある場合にのみ,そ の価値を保ち,
従 って古鉄の価値に転落することはな くなるのであ る。
現在では,ウ ラニウム鉱山業が補助金に よって鼓舞され,そ して確保されて
い るが,そ れ と同様に,ア メ リカ合衆国は,原 子力発電所の個人的設置や個人
的経営を も鼓舞 しそ して援助 している。それがきわめて強力な補助 にもとつい
ているとい うことは,か って百数十億 ドル の経 費 を もって戦 争 の 目的 で遂
行 された国家的な原子経済において集積 された全経験が個人的な産業の使用に
まかされ るようになったとい う事実によってわかる。このことが どんなことを
意味 しているかは,電 気工業や化学 工業などが 研究 目的のために かって支出
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し,そ してまたさ らに継続 して支出 しな くてはならない高額の費用のことや,
これ らの産業やそれ と類似の産業における許可手数料が非常に高い ことを考え
るな らば,容 易に推測す ることができる。
第二の補助は,副 産物 として落ちつ もるプル トニウムのための七年期限の価
額保証の形で行なわれ,第 三の補助は賃貸手数料の納付 と引替えにそ して実際
に使用 された量の金額を後で支払 うことを条件に して,ウ ラニウムやその他の
核分裂の可能性のある材料を賃貸の仕方で発電所に引渡す形式で行なわれてい
る。さらにその上にアメリカ合衆国の原子エネルギー委員会は,彼 ら自身の研
究部門において個人的な工場に とってまだ必要 と思われ る実験的な仕事を遂行
させ,そ して他面においては個人会社に対 してこれ らの個人会社が 自由に用立
てている報告や経験のために謝礼金を支払 うことをすでに声明したのである。
この大規模な補助計画が全 く短い年月りあいだに,ア メリカ合衆国において
非常に多 くの原子力発電所を設置させ ることに都合が よかったばか りでな く,
ヒれによって原子力の平和的利用が力強い推進力を得た ことはもちろんであっ
た。
原子力利用の経済は,他 のエネルギ ー原料の開発や既存のエネルギー資源の
保有量やそれに投資されている金額のいかんに よってその発展に消長があるこ
,とはい うまでもないが,原 子力の理論が急速な進歩をとてげいる現在において
は,そ の利用の仕方もまた急速な変化をとげているといってよい。ただここで
注 目に値す ることは,ア メ リカ合衆国におけ る各個人会社の協力に よる原子エ
ネルギー利用のための開発である。1960年にはデ トロイ トの地域において原子
力発電所 エソリコ ・フエル ミが150,000KWHの容量でもって企業を起 し,そ
の さいにエジソソ会社,フ ォード自動車会社,ジ ェネラル自動車会社などの種
々の部門の会社がそれに協力 した。さらに原子エネルギー委員会がそれに対 し
て54百万 ドルの企画でもって間接に援助 した。 このように個人経営のために援
助がなされたとい うことは,ア メリカ合衆国においては ヨーロッパにおけるほ
とんどエネルギー資源の不足に悩んでいなかっただけにそれだけ重要性をもっ
ているといってよい。現在ではアメリカ合衆国がその石油の需要を アメリカ大
陸においてまだみたす ことができる限 り,そ してまた近東の石油がヨーロッパ
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に とって自由に手に入 る限 りは,ア メリカ合衆国は原子エネルギ ーの自己生産
よりも原子力発電所やアイソ トープの輸出の方により関心をもっているのであ
る。
一方 また これ と同時にイギ リスにおいても国土に対す る電気供給を原子エネ
ルギーに変え るための増大計画が実現された。当時イギ リスにおける石炭生産
は,戦 前のおよそ225百万 トン以上に高めることはできなかった ようであるが,
この増大計画は この石炭生産の停滞に直面し,そ してまた石炭鉱脈の破局的な
取 りつ くしに直面 して,工 業的生産の維持 と増大に とって特別の意義をもって
いた。
1955年2月に発表 された 計画内容の説明に よると,つ ぎの十年の あいだに
150乃至200万キ ロワットの総容量をもつ12の原子力発電所が設置され ることに
なっていた。そ してそれに よって60年代の中葉にはすでにエネルギーの新 しい
需要の四分の一が原子力発電所によってみたされ ることになっている。そ して
その計画が都合よく発展すれば,す でに1970年には全体の新 しい需要はこのエ
ネルギー源に よってみたされることにな り,そ の結果生ず る石炭の節約はすで
に1975年には400万トンに見積 られている。元来イギ リス人は控え 目に評価す
る傾向があることは よく知 られてい るが,こ の傾向のためにこの公式の告知は
それ までに同様に基礎の確実なアメリカ合衆国の計画に対 して多 くのヨーロッ
パの国々でいだいた疑惑を抑えつけ るのに役立 ったばか りでな く,今や新 しく
興 りつつある産業革命の段階の経済的,社 会的,政 治的結果を真面目に考える
のに適 したものであった。
今 この考察に立入 る前に必要な ことは,こ の産業革命の新 しい段階は新 しい
エネルギーによってひき起 こされたものであ り,そ してこの新 しいエネルギー
に しば られているものであ り,このエネルギーが唯一に従来の全世界の生産を
さらに高めるものであること,し か しこのエネルギーは今の場合に使用 されて
い る素材か ら独立 してい るものであることをもう一渡 徹底的に考えてみること
である。
今われわれが ウラニウム鉱山業を とくに観察 したのは,現 在では ウラニウム
が優先的に使用 され る核分裂の材料であ り,ウ ラニウム鉱の採掘や精錬が種々
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の国々において広範囲な経済的意義を もっているか らである。しか し上述 した
ように,今 日ではすでに ウラニウム鉱以外の材料が ウラニウムか ら独 占的性格
を奪ってお り,従 って核分裂の可能性のもっと多い素材が加わって くる蓋然性
は より強 くなっている。さらにつけ加えてい っておかな くてはな らないのは,
研究の急速な進歩に直面 して,全 体の核分裂が比較的急速にすでに過去のもの
とな り,その代わ りに核融合によるエネルギ ーの獲得が期待 され,実 現されつ
つあることである。核分裂炉の代わ りに核融合炉を使用する問題はすでに理論
的には解決されてお り,た だその実現には技術的困難が伴っていることは事実
であるが,融 合炉を使用す ることについては,す でに当時イギ リスの一人の核
物理学者は,次 のように予言 した。すなわち,「 おそかれはやかれ,融 合に よ 、
って軽い元素か らエネルギーをつ くるであろ う融合炉がつ くられるであろ う。
そ してそ うなった 日には誰 ももはやウラニウムを見ることさえ欲 しないであろ
う,あ るいはそのことのために トリウムを見ることを欲 しないであろ う。」 こ
の予言の実現 として考え られたことは,い たるところに無制限に存在 している
より安価な燃料並びに より軽い元素を このさい出来るだけ利用すること,そ の
上にその輸送やその他に危険性が伴いそ してそのために高価な費用のかかる放
射能をもつ排棄材料の欠けてい ることが,原 子エネルギ ーの獲得の全経費を著
しく下げ,そ して従来のすべてのエネルギー保持物 と同様の危険な段階あるい
は危険でない段階にその新 しいエネルギーをおしやることになることである。
しかしその ことは,こ れか ら述べ るべきその経済的並びに社会的結果が もっと
急速には じまること,そ して またその結果がどのような形を とり,ど のような
力を もち,ど のような限界を もっているか とい うことを出来るだけ明らかにす
る機縁がより多 くなっていることを意味 しているのである。
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